
プレス加工の段取り改善を語る上で「QDC（ク
イックダイチェンジ）」の話題を欠かすことは出
来ないだろう。文字通り、「金型を素早く取り替
える」ための装置であり、現在多くのプレス加工
メーカーで活用されている。㈱プレス技術研究所
（大阪市鶴見区）はこの「QDC」の生みの親。プ
レス加工現場の安全や生産性が軽視されてきた昭
和 30年代から、地道な自動機開発・啓蒙を続け、
日本のプレス加工の「生産性向上」の歴史に貢献
し続けている。

日本の成長に必要なのは 
“標準化”と“生産性向上”

同社の創業は昭和32年。今年（2023年取材当時）
で 70期となる。くしくも創業前年の昭和 31年は
経済白書に「もはや戦後ではない」という有名な
フレーズが書かれた年でもあり、高度成長期の波
にのり、日本全国で多くのプレス加工メーカーが
産声を上げて休みなく操業していた時代だ。創業
者であった河原滋会長は産業能率研究所でさまざ
まな製造業現場の指導に尽力。その中でも特に深
い関心を持ったのが「プレス加工」だった。
「河原滋は私の父ですが、当時指導の中で一番

重視したのは作業と加工の“標準化”と“生産性
向上”。無駄な作業をできる限り取り除き、時間
を生産に使う、という極めて合理的な考え方です。
ところが当時は指導先の職人さんに『先生は現場
の人じゃないからわからないよ』とよく言われた
そうで。そこでよし、見てろよ！とさまざまな自
動機を開発していくようになったようです」
そう述懐するのは現在、同社の社長を務める河
原正和社長だ（写真 1）。同社の創業当時はプレ
ス加工の現場にも「三種の神器」をはじめとした
幅広い家電の量産が始まっており、それに伴って
「自動化」の波が押し寄せて同社が設計・開発し
たプレス加工の周辺機器は飛ぶように売れた。エ
アーコンプレッサーからの圧縮空気を活用し、金
型内にあるワークを吹き飛ばす「PGエジェク
ター」のような小型の器具などを皮切りに、現在
ではごく当たり前にプレス加工工場で見られる機
械式「ロールフィーダー」（送り装置）を自社で
独自に開発。ちなみにこの当時に設置されたロー
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